
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】
令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○児童生徒の「主体的・対話的で深い学
び」を実現する授業の実践

○「端末活用をしながら『個別最適な学
び・協働的な学び』を意識した授業づくり
を行うことができた」と回答する職員８
５％を目指す。

・端末活用をしながら、個別最適な学び・
協働的な学びを意識した授業実践を1人
１回行う。
・授業実践後に、実践について職員間で
交流することで、全体での学びを深め
る。

A

・２学期から１人１回授業実践を行い、授業実践後に職員間
で交流を深めたことで、端末活用をしながら個別最適な学
び・協働的な学びを意識した授業づくりを行うことができた。
・１２月の学校評価アンケートでは「端末活用をしながら『個
別最適な学び・協働的な学び』を意識した授業づくりを行うこ
とができた」の質問に対し92%の職員が肯定的な回答をして
おり、目標を達成することができた。

A

・職員同士で話し合い、校内研修を行うなど、意識ある
授業づくりが行われている。
・小中一貫校としての小規模校の特徴を生かし、児童
生徒一人一人にきめ細やかな支援や指導をしている
先生方の努力の成果である。
・児童生徒数が少ないので、100％を目指してもらいた
い。

〇研究部
・校内研究各部

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートにおいて、肯
定的な回答をした児童生徒を85％以上
にする。

・各学級でグループエンカウンターを実施し
たり、互いを認め合い感謝し合う言葉掛けの
実践を促したりすることを通して、自己肯定
感を高める。
・人権集会後に振り返りや感想等を書かせ、
他者の意見に触れさせ、多様な考えがある
ことを尊重させる。

A

・「12月 よりよい学校にするためのアンケート　（児童・
生徒）」の「道徳」に関する項目では、肯定的な回答をし
た児童・生徒の割合は89％であったので、目標を達成
することができた。
・佐賀東高校の人権劇後の感想では、仲間の大切さに
気付く感想が見られた。

A

・各学級でのグループエンカウンターの実施などを
通じて、自己理解や人間関係の心理的成長が見
られる。
・人権意識を高める取り組みがなされていること
は、高く評価できる。
・不足する11％の原因をきちんと整理してもらいた
い。

〇道徳教育推進教員
・人権・同和教育担当

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○問題行動やいじめの防止等（いじめの
定義、いじめの防止等のための取組事
案対処等）について組織的に対応できる
と回答した教職員を90％にする。

・５月までにいじめの覚知・認知に対する対
応マニュアルの見直しを行う。
・いじめの対応についての研修を年に２回以
上行う。月１回の生徒指導協議会では、必ず
いじめ事案と対応について情報共有する。

A

・学校評価アンケートの「 いじめ対応　いじめアンケート
等を定期的に実施し、予防と早期発見を、学校全体で
組織的に行っている」では、「達成できている」「おおむ
ね達成できている」と回答した職員が100％であったこと
から数値目標を達成することができたと考えている。
・いじめに関する研修と、月1回の生徒指導協議会で情
報共有等をすることができた。

A

・年２回以上のいじめ対応についての研修と、
月１回の生徒指導協議会で情報を共有してい
ることで目標を達成している。
・いじめの撲滅、児童生徒間の交流の充実度
に関して高い評価が出ていることは小規模校
の大きな強みである。

〇生徒指導担当
・教育相談担当
・保健主事

●◎児童生徒が夢や目標を持ち、その
実現に向けて意欲的に取り組もうとする
ための教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
80％以上にする。
●◎「将来の夢や目標をもっている」に
ついて肯定的な回答をした児童生徒を
75％以上にする。

・児童生徒の資質・能力を育む授業づくりに
関する校内研修等を実施する。
・各種体験活動では、児童生徒に活動の見
通しと学びの振り返りを行う活動を仕組む。
・児童生徒の身につけさせたい力を明確に
し、キャリアパスポートをを活用する。

A

・「12月 よりよい学校にするためのアンケート　（児童・生
徒）」の「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思
う」という項目に、肯定的な回答をした児童・生徒の割合は
87％であった。
・「12月 よりよい学校にするためのアンケート　（児童・生
徒）」の「将来の夢や目標をもっている」という項目に、肯定
的な回答をした児童・生徒の割合は89％であった。

A

・テーマに沿った校内研修やキャリアパスポー
トの活用により、目標が達成されている。
・学校運営が家庭との綿密な連携を大切にし
ている。
・先生方が児童生徒の良いところを認めてい
ることはとても素晴らしいことである。

〇キャリア教育担当
・教務主任

●望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成

●「健康に良い食事をしている」児童生
徒を80％以上にする。

・給食だより、保健だよりを発行する。
・養護教諭及び学校栄養職員と連携した食
育に関する授業の実践を行う。
・給食だよりや学校ＨＰの「献立紹介コー
ナー」等を活用し、保護者に対し、望ましい
食習慣や食事メニューの紹介と啓発を行う。

A

・学校評価アンケートより、「わたしは、健康な体になるために、何で
も食べようとしたり、よくかんで食べたりしています」に対し、「そう思
う」「どちらかといえばそう思う」と回答した児童生徒は８７％で、今年
度も目標を達成した。このことより、望ましい食習慣と食の自己管理
能力の育成を図ることが定着していると考えられる。
・2学期に行った授業実践は、その後の児童の“食”に対する意識を
高めさせ、献立を工夫していこうとする姿が見られるようになった。

A

・担当の先生方が連携し、望ましい食習慣が児童
生徒、保護者に伝わることで、食育の意識が高め
られている。自己管理も必要であるため、87％は
良い結果だと思う。
・食育の実践がなされている。今後も家庭との連携
を密にして、より一層の取り組みを期待する。

〇食育担当
・保健主事
・学校栄養職員

○９年間を見通した生活習慣の形成 ○基本的生活習慣を身に付けている児
童生徒を85％以上にする。

・小学部は「生活の四つの約束」、中学部は「生
活の五つの約束」の趣旨を児童生徒・保護者に
説明し、「立腰」等系統性をもって指導を行う。
・各学期に生活習慣アンケートを行い、その結果
をもとに家庭と連携して改善を図る。
・清潔で整頓された学習環境を常に心がけ、正し
い清掃の仕方を学ばせる機会を設ける。

A

・「12月 よりよい学校にするためのアンケート　（児童・
生徒）」で項目ごとに達成できたと感じる生徒の割合は
「挨拶」85％、「早寝・早起き・朝ごはん」80％、「生活の
約束」86％、「宿題を終わらせる」91％であった。平均
85.5％という結果から、数値目標を達成することができ
たと考えている。
・各学期に小中学部共に同時期に生活アンケートを実
施したことは、家庭と連携して意識を高めていく手立て
となった。

A

・基本的生活習慣には、家庭との連携が必要であ
る。環境を整えることで、意識が高くなった。
・「早寝・早起き・朝ごはん」は家庭のしつけになる
と思うが、もう少し改善してほしい。学校からの啓
発に期待する。
・地域に帰った子どもたちを見ていると、挨拶に関
しては未だ達成とまでは感じないが、」これも個性
なのか。

〇生徒指導担当
・清掃担当

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員1
人当たりの年次休暇の取得日数１４日
以上

・業務記録票をもとに職員全体及び個人の時間
外業務について、月毎に振り返る場を設け、改
善状況を振り返る。
・年次休暇の積極的な取得を呼びかけ、年間１４
日達成、８０％を目指す。

B

・教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限
を遵守できていない職員数は中間評価より減少し、改
善した。
・長期休業中は、年次休暇の計画取得がなされ、12月
までの取得目標平均12.5日であった。

B

・少しずつでも目標達成への改善が見られるが、
教職員全員が最低年間年次休暇１４日取得の目
標には至らなかった。
・時間外勤務を減少させることは大変厳しいとは思
うが、学校全体で取り組んでほしい。

〇教頭
・副校長

○年間を見通した業務遂行の改善 〇「今年度及び次年度を見通し、修正を
加えながら業務遂行を図ることができて
いる。」と回答する教職員の割合を８０％
以上にする。

・行事ごとの振り返りを確実に行い、業務改善の
視点を持って次年度の実施内容の見直しを図
る。
・行事や会議を効率的で効果的に削減、縮小
し、児童生徒と向き合う時間を確保する。

A

・「次年度を見通し、修正を加えながら業務遂行を図ることが
できている。」とする教職員の割合は９２％で目標達成した。
・今年度の行事等を振り返り、成果と課題を次年度の業務計
画に反映させていくことができた。
・会議等を効率的に進めてきたため、児童生徒に向き合う時
間を生み出すことができた。

A

・今年度と次年度を見通すことができており、次年度へ
の修正が反映されている。
・行事は目的が何であるのかをしっかり考えて計画を
立てると良い。
・92％は良い成果だと思う一方、８％は何なのかを整理
すべき。

〇副校長
・教頭

●特別支援教育の充実

○小中教職員の協働による特別支援体
制の充実

○特別支援学級に在籍する児童生徒だけで
なく、困り感をもっている児童生徒全ての学
習機会を保障するために、意識をもって支援
に当たる教職員85％を目指す。

・授業の乗り入れをはじめ、小中の枠を超えた積極的な
関わりと指導・支援を推進する。
・特別支援教育に関する研修会を、ミニ研修を含め年3回
実施する。
・入級児童生徒及び困り感をもつ児童生徒の保護者との
面談を計画的に進め、具体的な支援、取り組み内容を保
護者に説明する。
・生徒指導協議会での情報共有を行う。

A

・学校評価アンケートにおいて、「支援を必要とする児童生徒に対
し、個別の教育支援計画等のもと、小中の枠にとらわれることなく支
援に当たっている」に対し、「できている」「おおむねできている」と回
答した教職員は88％で、目標を達成している。
・学校評価アンケートにおいて、「学校は、困り感のある児童生徒の
支援を全職員で行っている」について、「わからない」と回答した保
護者の割合が30％だったため、保護者向けに学校での取り組みを
より広く伝えていく必要がある。

A

・研修会をより多く行い、支援体制の整備が共
通の理解へとつながっている。
・全職員で児童生徒の支援にあたっているの
に、それがしっかり保護者に伝わっていない
のが残念である。

〇特別支援教育Co
・特別支援学級担任

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

〇地域連携による共有

〇地域とのつながりを感じ、郷土を愛す
る心の育成

〇年間の学校支援（GT等)を延べ１５０名以上と
する。
〇「学校はホームページや学校だよりで、学校の
様子を地域や保護者に伝えている」と回答する
保護者の割合を８５％以上にする。

・地域の方をGTとして活用する。
・地域の方と児童生徒が交流している様子を学
校だよりやホームページで紹介する。
・学校だより「うんしん」を計画的に発行する。 A

・「学校はホームページや学校だよりで、学校の様子を地域
や保護者に伝えている」と回答する保護者の割合は９６％に
なり、目標達成した。
・地域の方々や公民館、育友会に協力していただいたおか
げで、農業体験や郷土に関わる学習、防災教育などの学習
が充実した。

A

・ホームページや学校だよりにより、学校の様子が分か
り、地域との連携も取れている。いつも楽しみに読ませ
てもらっている。
・学校と地域との関わりが活発に行われていることはう
れしいことである。地域の方との交流・コミュニケーショ
ンを密にして、学校と地域との関係をもっと良好にして
教育に生かしてもらいたい。

〇副校長
・教頭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である

学校名 佐賀市立小中一貫校芙蓉校

１　前年度

　　評価結果の概要

・授業改善の１つとして、一人一台端末活用を進めた。その結果、児童生徒、教師ともに活用力が向上した。次年度は、端末活用は授業改善の手段であることを再確認し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に取り組ん
でいく。
・特別支援教育、教育相談、生徒指導が連携して児童生徒の指導・支援に当たることができた。次年度は、全職員が協働して指導・支援に当たるための体制を強化する。
・業務改善・教職員の働き方改革を継続して推進する。

２　学校教育目標 「学び　ふれあい　伸びゆく芙蓉」

３　本年度の重点目標

・児童生徒が自ら学ぶ力を身に付けるための授業改善を進めることを通して、児童生徒の「思考力・判断力・表現力」の育成と学力の向上を目指す。

・児童生徒の個性や特性に寄り添い、全職員が協働して特別支援教育に取り組む体制を強化する。

・業務改善・教職員の働き方改革を推進する。

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
最終評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

・一人一台端末活用を進め、小中一貫教育を意識し、見通しをもって授業実践を重ねたことにより、児童生徒の表現力が向上した。次年度は、小中の教職員の学び合いを継続しながら、さらなる学力向上を目指していく。
・特別支援教育、教育相談、生徒指導が連携して児童生徒の実態把握をし、情報を共有しながら指導・支援に当たることができた。次年度は、児童生徒の個性や特性、困り感に寄り添うため、さらに全職員が協働して指導・支援に当たる
ための体制を強化する。
・時間外在校等時間の上限を遵守するために、業務改善・教職員の働き方改革を継続して推進する。

学校関係者評価

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

主な担当者重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価


